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発
行
所
金
木
町
役
場

編
柴
企
画
室

印
刷
所
津
烏
印
刷
所

と
こ
ろ
弘
前
市

家
畜
商
睡
辮

申
込
金
木
町
役

五
百
円
と
印
鑑

締
切
７
月
艸
日

と

｡●

き
７
月
亜
ｌ
叫
日

九
’
十
六
時

ろ
弘
前
市
股
協
会
館I
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講
習
会

場
疎
業
課

持
参
の
事

正
午
ま
で

●朏睦訓舳朏睦訓舳
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予
約
受
け
付
け
を
早
め
た
の

は
今
年
の
天
候
か
農
作
物
に
お

よ
ぼ
し
た
被
害
状
況
を
考
え
、

概
算
金
を
早
め
に
支
払
う
た
め

米
価
決
定
前
に
閣
議
で
決
定
し

た
も
の
で
す
か
、
当
町
の
本
年

度
の
苑
り
渡
し
側
標
は
八
万
八

千
八
百
五
十
俵
で
、
昨
年
度
よ

り
三
千
八
百
五
十
俵
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

背
森
雌
食
純
堺
務
所
金
木
出

張
所
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
二
十

五
日
か
ら
三
日
間
の
予
約
数
阯

は
三
万
三
千
三
百
八
十
六
俵
で

昨
年
の
受
付
開
始
か
ら
三
日
間

の
八
万
一
千
七
百
四
十
五
俵
よ

り
大
巾
に
下
回
っ
て
い
ま
す
か

こ
れ
は
①
昨
年
よ
り
受
付
開
始

が
早
い
②
作
柄
の
見
通
し
が
つ

か
な
い
の
で
生
産
者
に
不
安
が

あ
る
、
な
ど
が
大
き
な
原
因
で

は
な
い
か
と
み
て
い
ま
す
。

俵
よ
り
も
カ
マ
ス
を

予
約
売
渡
し
は
完
全
に

》
本
年
度
産
米
の
売
渡
予
約
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
》

唾
昨
年
よ
り
二
十
日
早
く
、
去
る
六
月
二
十
五
日
か
ら
睡

睡
町
内
の
各
集
荷
業
者
が
受
付
け
を
は
じ
め
ま
し
た
。
》

P

概
算
一
俵
で
八
百
円

三
《

第
一
期
は
八
月
三
十
一
日
ま
で

1

毎
年
、
県
費
補
助
の
あ
る
迭

林
用
苗
木
の
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
の
ほ
ど
次
の
要
領
で
秋
季
の

分
を
受
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
か
ら
、
希
望
者
は
役
助
産

業
級
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。受
付
期
間
七
月
十
二
日
ま
で

曲
木
予
定
価
格
（
一
本
当
り
）

す
ぎ
七
円
六
十
銭

〆

今
回
（
第
一
期
）
の
受
付
期

間
は
六
月
二
十
五
日
か
ら
八
月

三
十
一
日
で
、
概
算
金
は
玄
米

六
十
坪
当
り
八
百
円
（
特
別
被

害
の
多
い
場
合
は
一
千
円
）
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
食
縄
事
務

所
金
木
出
張
所
で
は
、
次
の
こ

と
を
生
産
者
に
要
望
し
協
力
方

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

締
切
は
七
月
十
二
日

秋
季
造
林
用
の
苗
木
申
込
み

①
飯
米
を
除
い
て
の
完
全
予
約

完
全
売
り
渡
し
を
実
行
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

②
俵
よ
り
カ
マ
ス
が
喜
ば
れ
る

か
ら
地
元
生
産
の
カ
マ
ス
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

日本の農業は、「股基法」を中軸として、

大きく変わりつつあります。りっぱな農業委

員を選ぶということは、よい農業ができると、

いうことですから、7月15日にはよく考えてノ、
全員投喚したいものです。

黒
・
赤
松
、
カ
ラ
松
四
円

こ
ば
の
や
ま
は
ん
の
き

四
円
五
十
銭

な
お
申
込
者
は
住
所
氏
督
の

ほ
か
①
造
林
地
の
住
所
（
地
・

番
ま
で
）
②
造
林
地
の
地
床

別
（
伐
採
跡
地
、
原
野
な
ど
）

③
樹
極
、
面
械
⑤
本
数
な

ど
を
係
ま
で
申
し
で
て
く
だ
さ

い
。

■
ｒ
、
少
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Ｌ
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農業委員の選挙
投票日は7月15日

へ

ハ
ヵ
リ
な
ど
の
計
砥
器
を
も
っ

て
い
る
方
は
、
も
れ
な
く
受
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
検

査
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
七
月
三
日
嘉
瀬
地
区

午
前
九
時
よ
り
正
午
ま
で

嘉
瀬
支
所

○
七
月
三
日
喜
良
市
地
区

午
后
一
時
よ
り
四
時
ま
で

寡
良
市
支
所

○
七
月
四
日
、
五
日
大
字
金

木
地
区
午
前
九
時
よ
り
午

后
四
時
ま
で
断
年
研
修
所

○
七
月
六
日
川
倉
、
藤
枝
、

神
原
、
蒔
田
、
沢
部

午
舸
九
時
よ
り
正
午
ま
で

青
年
研
修
所

・
計
量
器
の
検
査
地
域
ぐ
る
み
の

七
月
三
日
よ
り
四
日
間

犯
罪
防
止
の
運
動
一

峠
》
掴
》
“
》
偶
却
》
《
》
州
一
岬
雌
》
母
垂
》
》
》
峠
峠
》
御
匡

△7月8日告示、立候補届出受付開始

△7月11日立候補届出締め切り

八7月15日選挙日

，(綴鵬二年糾艤3午後6時まで
選挙区別有権者数および投票所(3月5日現在）

、

区分｜男｜女選挙区

第一選挙区’1.4781,612

（金木）（799）（893）

（川倉）（436）（454）

（蒔田）’（243)’（265）

第詠選議区｜M3511｣2‘
鰯驫瀦区I'76181'
合計｜＄3891＄.548

|計’
IM90
（1,693）

（890）

（508）

'2,2611

L唖」
'6,9371

定働

に
わ
た
っ
て
防
犯
映
画
の
映
写
一

会
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
一

な
お
同
協
会
の
総
会
は
七
月
一

五
日
の
予
定
で
す
。

旧
地
主
七
月
中
に

実
態
を
調
査
す
る

、
政
府
で
は
、
旧
地
主
の
保
障

問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を

調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
該
当
者
は
〃
調
恋
票
〃
を
↑

七
月
一
日
よ
り
三
十
一
日
ま
で
一

役
場
総
務
課
ま
で
出
す
こ
と
に
ゞ

な
っ
て
い
ま
す
。

用
紙
は
役
場
総
務
繩
に
あ
り
ま
－

す
か
ら
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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行
政
協
力
委
口

い
て
は
、
昨
年
度

規
定
を
全
面
的
に

町
内
か
ら
推
せ
ん

委
員
と
し
て
町
長

れ
る
こ
と
か
原
則

り
ま
す
が
、
こ
の

れ
た
行
政
協
力
委

員
お
よ
び
委
員
は

で
す
。な
お
、
昨
年
は

協
力
委
員
が
町
内

委
咽
し
た
と
こ
ろ

た
が
、
今
年
は
各

委
嘱
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会

△
会
長
沢
田

△
副
会
長
工
藤

△
副
会
災
宮
崎

△
補
任
委
員
〔
金

三
太
郎
、
荒
関

喜
貞
慰
外
崎
栄

○○○○○○

会
長
に
沢
田
久
太
郎
氏

姉
人
委
員
は
四
十
六
名
減
ず

役
助
と
町
の
皆
さ
ま
と
の
〃
連
絡
係
〃
と
も
い
う

べ
き
と
こ
ろ
の
〃
行
政
協
力
委
口
〃
は
、
一
年
の

任
期
を
終
え
ま
し
た
の
で
、
こ
の
ほ
ど
町
内
の
推

せ
ん
に
よ
る
新
委
員
を
委
嘱
し
、
去
る
六
月
七
日

背
年
研
修
所
で
総
会
を
開
き
会
長
以
下
の
役
凸
を

選
出
し
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
従
来
の

こ
の
た
び
組
織
さ

つ
も
あ
り
ま
し

久
太
郎
，

賢
治

初
太
郎

木
〕
ｌ
川
田

正
勝
、
池
田

、
今
武
美
、

画
会
の
新
役

次
の
と
お
り

、
婦
人
行
政

に
一
’
三
名

改
正
し
、
各

さ
れ
た
方
を

か
ら
委
嘔
さ

に
な
っ
て
お

の
委
脳
に
つ

一
名
韮
準
に

地
区
別
委
員

【
金
木
地
区
】

本
町佐
々
木
列
、
中
村
ク
ニ
エ

栄
町川
田
三
太
郎
、
菊
地
ク
キ

田
町角
田
伊
三
郎
、
、
櫛
引
ク
ニ

南
新
町

、
小
田
桐
長
一
、
中
谷
フ
サ

白
川
淌
一
、
秋
元
功
次
郎
、

泉
行
良
次
郎
、
小
山
内
市
男

櫛
引
政
雄

〔
班
瀬
〕
ｌ
外
崎
消
次
郎
、
伊

藤
定
四
郎
、
花
田
柾
八
、
沢

田
幸
八
郎
、
木
下
利
一
、
鴫

海
忠
占
、
原
田
金
四
郎
、
吉

崎
男
治

〔
喜
良
市
〕
Ｉ
伊
藤
猪
之
吉
、

三
上
政
男
、
木
川
武
四
郎
、

今
キ
ネ
、
加
藤
キ
ッ
エ
、
桑

田
ス
ョ

、

＝日

○○○○○○

上
叩
恥
町
産
一
、
佐
藤
イ
ト

市
甲
″
荒
関
正
勝
、
角
田
キ
ネ

下
〃
，
田
中
又
四
郎
、
角
田
、
イ
サ

昭
和
町
佐
々
木
浩
治
、
角
田
ミ
エ

神
明
町
石
・
川
谷
秀
雄
、
石
戸
谷
タ
ミ

朝
日
町
櫛
引
政
雄
、
角
田
サ
キ

根
井
は
つ
ゑ
（
西
貯
木
珊
）

北
新
町
商
柵
勝
治
、
中
谷
さ
っ

小
川
町
一
区

／
新
岡
慶
一
、
田
村
ヨ
チ
ヘ

小
川
町
二
区

池
田
喜
貞
、
新
岡
瓶
美

米
町津
励
俊
雄
、
気
仙
ナ
ミ

川
端
町
津
励
源
太
郎
、
津
崎
そ
め

寺
町楠
美
留
三
郎
、
沢
川
ト
シ

芦
野
汕
町

沢
田
久
太
郎
、
長
足
キ
エ

新
鰯
町
外
崎
栄
、
丹
場
ミ
ツ
エ

大
東
ケ
丘

垪
田
安
雄
、
和
田
ち
よ

若
松
町
松
尼
兵
五
郎
、
外
崎
・
ト
キ

兄
崎
町
今
武
美
、
工
滕
幸
子

三
軒
町
白
川
勝
雄
、
木
下
キ
セ

上
沢
部
白
川
政
貞
、
横
川
き
せ

下
沢
部
白
川
清
一
、
白
川
と
ま

上
熊
田
、

田
中
多
橘
、
田
中

下
蒔
田
佐
藤
多
八
郎
、
古
川

神
原三
上
市
太
郎
、
、
前
田

上
藤
枝
、

小
川
内
市
男
、
原
田

中
〃工
藤
弥
十
郎
、
原
田

下
〃工
藤
繁
次
郎
、
今

湯
の
川
中
谷
敏
雄
、
古
川

林
町白
川
徳
政
、
秋
元

向
道
《
〆
秋
元
列
次
郎
、
中
谷

女
坂
・
泉
谷
則
美
、
中
谷

上
宇
川
野

，
工
藤
佐
一
郎
、
・
三
潟
．

下
宇
田
野

泉
谷
良
次
郎
、
三
潟

【
嘉
瀬
地
区
】

上
中
柏
木

外
崎
消
次
郎
、
成
田

下
中
柏
木

原
田
国
満
、
原
阿

東
町藤
本
金
男
、
鈴
木

上
小
栗
崎

棟
方
与
市
、
松
川
ミ

下
小
栗
崎

伊
藤
定
四
郎
、
松
川
ミ

上
派
立
花
釧
柾
八
、
沢
田

中
〃工
藤
多
一
郎
、
今

下
″
１
．
〃
管

竃

ソたはたサそりきりユキイ
ワきぎけキよそ、なれミサヨ

タシチツミキツ

マゲエオエサル
〆

鴫
海
角
蔵
、

東
〃
》
工
藤
鶴
吉
、

小
松
竹
三
郎
、

【
喜
良
市
地
区
】

更
生
部
落

木
川
武
四
郎
、

西
岩
見
町

木
下
一
二
、

中
小
栗
崎

上新新上下
力野堤吉誠沢古Iル古
ジ戸町崎町川町海町
町谷
消、男忠
吾治武古
、､､、

原
田
金
四
郎
、

下
〃 叩

海
勝
雄
、

後
町黒
川
俊
古
、

車
町木
下
利
一
、

畑
中

本
町原
田
堅
蔵
、

冷
水
，

工
藤
賢
治
、

下
〃 工
藤
滴
、

上
昭
和
町

上
新
町
黒
沌
粕
太
郎
、

下
〃沢

旧
幸
八
郎
、

川
中
武
太
郎
、

櫛
引
繁
古
、

測
遷
躍
〆

の
日
程
に
よ
り
、
身
体
障
害
者

鎌
川
タ
マ
の
巡
川
診
査
と
更
生
棚
談
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
昭
和
二
十
九

沢
山
ハ
ナ
壬
年
九
月
一
日
以
前
に
手
帳
の
交

一
付
を
受
け
た
方
は
、
手
帳
を
更

工
藤
キ
ミ
｜
新
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

↑
で
、
旧
手
帳
、
印
鑑
、
写
真
、

松
川
イ
セ
診
断
書
を
も
っ
て
、
役
場
厚
生

課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

七
月
一
日
西
北
絢
院

新
岡
ナ
ミ
耳
鼻
科
関
係

一
七
月
八
日
西
北
病
院

桑
川
シ
ョ
視
覚
関
係
．

七
月
十
六
日
西
北
病
院

古
川
か
ね
し
体
不
自
由
者
関
係

神
蠅
は
る
一
林
細
谷
清
治
、
宮
舘
タ
ケ

叩
海
幸
子
一
野
崎
一
海
崎
初
太
郎
、
宮
崎
や
え

沿
村
サ
ダ
一
北
岬
州
武
里
、
岡
川
と
し

浜
Ⅲ
そ
よ
｜
下
派
立
三
上
政
雄
、
伊
丸
岡
と
し
え

川
中
ヤ
エ
上
派
立

‐
桑
旧
消
太
、
伊
藤
マ
ッ
エ

山
中
カ
ョ
南
本
町

沢
旧
ク
セ
一
上
鏑
木
峨
鋤
識
季
絲
曇
恥

江
艮
セ
コ
ー
下
今
〃
堅
次
郎
、
加
藤
キ
ッ
エ

斎
藤
サ
ョ
ー
下
町

津
川
キ
ヨ
一
川
細
峨
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